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あとがき
今回の特集は「頸部頸動脈狭窄症の診断と治療」をテーマとしている。その中には，

エビデンスに基づく治療戦略など，治療に関する話題が多く含まれている。神経内科領

域では，古くから，「診断はできるが，治療法が確立していない」といわれることが多かっ

たが，最近は，病態機序の解明が進み，分子標的治療と呼ばれるような，病態の進行を

阻止する治療法の開発研究が発展しており，様変わりしてきている。その結果，神経内

科の領域でも，「臨床研究」や，「治験」の重要性が増してきている。

最近になり，わが国でも，このような，「臨床研究」や，「治験」の制度の整備が進め

られてきている。「臨床研究」については「臨床研究に関する倫理指針」が整備されてお

り，「治験」として実施する場合は，GCP（good clinical practice）基準のもとで実施す

ることが義務づけられるようになっている。わが国の制度では，「治験」は，「企業主導」

のものと，「医師主導」のものがある。特に「医師主導の治験」を実施するには，治験を

進めるためのチームの構成が必須となるが，わが国では，そのような環境整備は必ずし

も進んでおらず，医師の負担には大きいものがある。TR（translational research）セン

ターなど，少しずつその整備を目指した動きはあるものの，実際に，医師が自分自身で

新たな治験を開始しようと考えた場合，そのハードルは，まだまだ高いといわざるを得

ない。「臨床研究」や「医師主導の治験」を財政面で支える制度も，まだ十分ではないよ

うに思われる。ずいぶん前のことになるが，米国のJohns Hopkins大学と共同で，副腎

白質ジストロフィーについての臨床治験を計画したことがある。その際に驚いたことは，

アカデミア中心で，治験を推進するチームが，いとも簡単に，すぐに立ち上がることだっ

た。もちろん，生物統計学の専門家などもしっかり参加しており，このような分野で，

米国の人材の豊富さ，層の厚さに驚いたことがある。日本では，トランスレーショナル

リサーチと呼ばれるようなアカデミアの研究成果を診療に応用していくプロセスの支援

体制がまだ十分には整備されておらず，いっそうの改革が望まれる。

医師主導の治験を支援する組織として，日本医師会の治験促進センターが設置され，

さまざまな支援が行われるようになってきている。余談になるが，日本医師会の治験促

進センターのウェブサイトの中に，「臨床試験のためのe Training Center」というｅ-

ラーニングのページがある。このページは大変力の入った構成がされており，よくみか

けるｅ-ラーニングとは異なり，一皮むけた充実した内容になっている。設問の内容は，

重要な点の理解を確認するような，難しいものが多いが，設問の内容や正解に対して疑

問を感じる場合など，ウェブ上で随時フィードバックができるようになっており，他の

受講者の感想なども閲覧できて楽しい。日本の「臨床研究」，「医師主導の治験」がこの

くらい充実した内容のものとして発展することを願っている。
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